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大豆生田 利章

【授業目標・教育方針】
前期は，タイピング練習および電子情報工学基礎からなる。タイピング練習は，コンピュータ操作に不可欠なタイピ
ングの修得を目的とし，タイピングの必要性を理解した後，タイピング実習を行なう．電子情報工学基礎では電子情
報工学の理解に必要な基礎知識を身に付けることを目的とする．
後期は，オリエンテーションにより実験に臨む際の心構えや実験の進め方をよく理解する．また，各種実験のやり
方・測定法などを習得するために実際に専門科目に関連した実験も行う．

【授業概要】
前期は，パソコンおよびタイピング練習ソフトを使用する．タイピング練習ソフトのメニューに沿ってキーの位置と
指使いを練習する．また，簡単な実習及び演習を通して電子情報工学に関する基礎的な知識を身に付ける．
後期は，6 週程度のオリエンテーションとグループごとの実験の 2 部からなる．オリエンテーションでは，実験とは
何か，器具の扱い方，データのまとめ方および報告書の書き方を理解した後，4 ～ 5 人のグループごとに簡単なテー
マで実験を行い報告書を提出する．提出した報告書にて添削指導を受ける．
オリエンテーション終了後は，4 ～ 5 人のグループに分かれ，電気回路関係，論理回路関係のテーマについてグルー
プごとにローテーションで実験を行う．行なった実験はレポートにまとめて提出する．

【教科書・教材・参考書 等】
実験実習実施前に行われるオリエンテーションおよびテーマ説明会で，各実験に関するテキストを配布．

【メッセージ】
タイピング練習はあせらないこと．スピードを上げるよりも，確実にキーを見ないで打つようにする．また授業時間
以外にも時間を作って積極的に練習したり，練習以外のパソコン使用 時にもキーを見ないように心がけること．
後期は，自主的に実験を進められるように，事前に各自で実験内容をよく理解してから臨むこと．報告書は期限厳守
で提出すること．

【成績評価方法】
［前期］基本技術の習得度（タイピング、基礎知識、測定技術） 25%
［後期］実験の取り組み方，積極性，役割等 45%
実験報告書の内容・実験報告書の提出状況 30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：電子情報工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 タイピング オリエンテーション タイピングの必要性と練習ソフトの使い方
第 2 回～第 3 回 タイピング練習 キーの位置と指使いの練習 タイピングテスト
第 4 回～第 6 回 電子情報工学基礎演習 電子情報工学を学ぶうえで必要な基礎的な知識を習得

する．
小テスト 1 ～小テスト
3

第 8 回～第 15 回 電子情報工学基礎実習 電子工学に関する実験に必要な知識と測定技術を習得
する．

小報告書 1 ～小報告書
4

第 16 回 オリエンテーション 理論と実践の両方の必要性および実験と授業の関連を
理解し，カリキュラム中の実験実習の位置付けを明確
にする．

第 17 回 計測器具の種類，誤差の程度，扱う際の注意，目盛の
読み方，有効桁，誤差について理解し，計測値読み取
りの実習を行なう．

第 18 回 表，図 ( グラフを含む ) の書き方について理解し，作
表作図の実習を行なう．

第 19 回 技術報告書とは何か，また電子情報工学科の実験報告
書の形式について理解する．

第 20 回 オームの法則に関する実験を行ない，報告書を作成す
る．

レポート 1

第 21 回～第 22 回 電子工学に関する実験に必要な知識と測定技術を習得
する．

小報告書 5

第 23 回 オームの法則に関する実験の報告書について添削指導
を受ける．

第 24 回～第 25 回 実験説明会 各実験テーマの目的・原理・実験方法等について説明
を受ける．

第 26 回～第 30 回 実験テーマ一覧
１．乾電池の特性
２．分圧・分流回路
３．基本論理回路の設計と製作

レポート 2 ～レポート
4
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